








































A , Yasutosi* M , Kazuhisa** M , Tomohisa***
Consideration on the future history education of social studies of 3rd grade 

















































































































































































（学校） 行事，文化財 今昔・変遷 ─
平元










































































































































































































① かわってきた明石駅 ① 昔の道具 ② 博物館の見学
① かわってきたわたしたちの市 ① 学習問題をつくり，学習の見通しを立てよう ① 昔の交通のようす






① 人口のうつりかわり ① かわってきたくらし ① 鉄道がとおったころ






② 市のうつりかわりをまとめてみよう【年表２】 ① かわるまちの様子 ①
高速道路ができたころ～人々
のくらし～






① 土地の使われ方はどのようにかわったのかな ② 年表にまとめる【年表】
① 人口はどのようにかわったのかな ① 市の取り組み























































元号 ・昭和・令和 ・大正・昭和・平成・令和 ・明治・大正・昭和・平成・令和
時間を
測る
物差し
・祖父母が子ども
・父母が子ども
・ 祖父母が子ども
・ 父母が子ども
・ わたしたちの誕生
年表の
項目
交通
・鉄道
・高速道路
・電車
・高速道路
・新幹線
・路面電車
・新幹線
・高速道路
・ふね
・鉄道
・高速道路
公共施設
・市役所
・博物館
・科学館
・学校
・図書館
・総合施設
・公園
・福祉施設
・動物園
・市役所
・市役所
・図書館
・博物館
土地利用
・田畑
・団地
・工場
・宅地化
・田や山林
・埋め立て
・団地
・工業団地
人口
・ 10万人から25
万人へ増
・高齢者増
・外国人の増
・ 100万人から
300万人へ増
・高齢者増
・ 外国人６万人
から９万人へ
増
・ １万9,000から35万人へ増
・高齢者増
生活道具
・ 炊事，洗濯器
具の変化
・ かんたん，手
作り→電気を
つかったもの
→便利なもの
へと変化
・ 洗濯，炊事，
音楽鑑賞器具
の変化
・ 洗濯，炊事，明かり，暖冷器具
の変化
生活の
様子
・市になる
・ ラジオ放送
・空襲
・ 阪神淡路大震
災
など
・市町村合併 ・関東大震災
・空襲
・めんこ遊び
・電化製品
・ テレビゲーム
など
・大火事
・電灯
・市になる
・市町村合併
・電気製品
・ 自動車をもつ
など
（三社の教科書記載の年表を基に筆者が作成）
相川保敏・森 和久・三浦友久／小学校３年生の社会科における今後の「歴史学習」の在り方についての考察
年表１は先に述べた「博物館の見学」「インタビュー」「見学のまとめ」の３つの活動
の中の「見学のまとめ」で作成され話し合う年表である。年表１と年表２は様式も全
く異なり，目盛りも違っている。特に年表２は一般的な年表と異なり，区分ごとにま
とめるという形式をとっている。また，時間を測る物差しとなるものはみられない。
　教出は，前半の小単元のまとめとして「生活の道具」に特化した年表１と，後半の
小単元で取り上げた様々な社会的事象をまとめた年表２から構成されている。２つの
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年表をつなぎ合わせて，『29内容⑷』で取り上げる社会的事象をすべて網羅するよう
にしている。ただし，２つの年表の目盛りが異なっており，一つの年表とするには単
純につなぎ合わるだけではできない。
　日文は，一つの年表にまとめられており，目盛りも10年刻みになっている。ただ
し，川越市を取り上げ，交通機関を時間軸にしているためか，これまでの学習指導要
領で最もさかのぼる「100年前」を大幅に超える「140年前・1880年」が目盛りに刻
まれている。この40年の違いは，一世代を超える期間であり，第３学年の児童にとっ
てさらに認識しづらい時間にならないか懸念される。また，年表上では「土地利用」
に関する内容が分かりづらく「外国人」についても記されていないなど，全体を網羅
できていない。一つでは難しい面があると思われる。
　このように，三社の年表を見てきたが，それぞれに工夫と課題が見受けられた。年
表に充てられた指導時間は，東書が３時間，教出も３時間，日文が２時間であり，博
物館等の見学より多くなっている。「具体的な活動」より「調べたりまとめたりする
活動」を重視していると言える。完成した年表を基にする話し合いの中では，東書
「人口が増えたから学校が増えた」，日文「鉄道は発電所ができたから。発電所ができ
電気が使え道具も変わった」，教出「人口が増え，住宅地が広がった。住宅地が広
がったのは，鉄道や道路がつくられたから」といった「因果関係」段階まで及ぶ話し
合いが設定されている。そして，市の将来や発展について考えていくことになってい
る。
　ここまで，教科書を基に『29内容⑷』の指導の在り方を探ってきたが，このよう
に網羅的に社会事象を取り上げて，相互関係から「因果」「発展」を考えていくとい
う流れは，第３学年の児童が主体的に学んでいける学習にできるのであろうか。抽象
的な思考が求められる「歴史学習」であるからこそ，より危惧される。学習指導要領
に示されているからには，多くの社会的事象を網羅的に扱っていかなくてはならない
だろうが，『29内容⑷』を第３学年の児童の実態に即したものになるように，もう一
度実態に立ち戻り，よりよい指導を模索していくこととする。
3.3. 質問紙からみた児童の歴史意識
　『29内容⑷』により難易度が高まり，初めての「歴史学習」が大きく変わってくる
中で，実際に学習する児童の「歴史意識」は変わってきているのであろうか。表６は
白鳥小学校に在籍している第３学年の児童72人を対象に，コロナ対策による休業措
置が明けた６月に実施したものである。「①学校」「②地域や熱田」「③名古屋市」と
いう空間的広がりの中で，「昔のことで知っていること」を自由記述させ，児童の
「歴史意識」を探った。記述内容には，誤認識している事柄も見られるが「歴史意識」
のみに焦点を当てて分析していくこととする。
　まず，①の学校の歴史については，「知らない」と答えた児童が６割以上も占めて
いる。知っている項目として，「二宮金次郎」をあげている児童が多い。これは，校
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表６．第３学年児童の歴史意識に対するアンケート調査結果
①　学校の歴史
・知らない。46
・二宮金次郎の銅像がある。10
・ おばあちゃんのころ給食にクジラが出た。３
・ お母さんが子供のころ給食はパンしか出なかった。２
・白鳥小学校は違う場所にあった。2
・ 白鳥小は森小学校（森後小学校？）だった。
・ 何個かの学校が合わさって白鳥小学校になった。
・学校の建て替え前は違う遊具があった。
・白鳥小ができる前に白鳥がいた。
・大正11年に白鳥の会をやった。
②　地域や熱田の歴史
・知らない。31
・熱田神宮。13
・熱田神宮はもっと広かった。２
・熱田神宮に大楠がある。
・大楠に白蛇が住んでいる。
・熱田神宮にはいろいろな神様がいる。
・ 熱田神宮には，鏡・玉・刀のどれかがある。
・熱田は信長の領地だった。
・熱田神宮には信長塀がある。
・ 熱田神宮に鶏が３匹しかいないが昔は200匹ぐらいいた。
・熱田神宮の人は袴の色でレベルが違う。
・ 熱田神宮に毎月１日に朔日市があって夏にお祭りがある。
・ 熱田神宮で粘土細工の大会をしている。
・ 熱田神宮でこの前，緑陰教室をしていた。
・ 津波が来ても壊れなかった。２
・ 徳川家康が２年間閉じ込められていた場所がある。
・大瀬古公園に船がある。２
・大瀬古公園は昔海だった。
・大矢蒲鉾店は江戸時代からやっている。
・分団の集合場所の神社。
・大和田ウナギ店が昔から有名。
・神宮前の駅は60～70年前からあった。
・昔のゲームセンターがある。
・ わたしの家は水がいっぱいでした。（伊勢湾台風？）
③　名古屋の歴史
・知らない。40
・名古屋城。９
・名古屋城の金シャチ。７
・金シャチは何度も盗まれた。
・ 名古屋城には織田信長が住んでいた。織田信長が死ん
で徳川家康が次の殿様になった。
・ 名古屋城には侍が刀を預けたり休憩したりするところ
があった。
・ 堀川を利用して名古屋城の資材を船で流した。
・ 名古屋城は一度焼かれて，証言や残った部品から予想
してできた。
・名古屋城には銃がいっぱいある。
・名古屋城に本当の侍がいると聞いた。
・ 昔はマンションがなかったが，名古屋城は昔からある。
・熱田神宮。２
・織田信長。２
・味噌が有名。
・ママが通っていた幼稚園がある。
・ 熱田のイオンは先生が小学校の時にできた。
・ 名古屋万博（デザイン博？）があった。２
・ 2018年に港区にららぽーとができた。２
・ マンションでお金が盗まれたとき，鳥インフルエンザ
がはやった。
（白鳥小３年生72名，令和２年６月実施，自由記述，数字は人数，？は筆者）
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内に立っている銅像で，昨年度の朝会の際に「校内で一番本を読んでいる人クイズ」
で取り上げたことが影響していると考える。表記全体を見ると「おばあちゃんのこ
ろ」「お母さんが子どものころ」といった「時間を測る物差し」が自然に使われてい
たり，「～前」「～して～になった」「～に～をやった」というように時間的な経過を
きちんと捉える表記がみられたりしていることがわかる。ほとんどの情報は家族から
のものである。元号として「大正」が使われている。
　②の地域や熱田の歴史についても，「知らない」と答えた児童が４割以上を占めて
いる。この中で，学校に隣接する「熱田神宮」や「熱田神宮にかかわる」できごとや
いわれなどが多く，「熱田神宮＝昔」と認識している傾向が強い。そのため，毎年開
かれる「粘土大会」「緑陰教室」，毎月開かれる「朔日市」などのイベントも「昔」と
いう意識の中に入っているようである。また，「昔」の人として織田信長や徳川家康
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の名前が挙がっているのは，「信長塀」や家康の「幽閉跡」などゆかりの史跡が学区
内にあるからであろう。３年生の児童の中にもこうした偉人・史跡に対する認識があ
ることがわかる。その他に，「大瀬古公園」「大矢蒲鉾店」といった表記がみられる
が，これは生活科で出かけた公園と店であり，公園のレリーフや店主さんから聞いた
「昔」の地域の様子等が児童の知識となっているためであろう。「大和田ウナギ店」
「神宮前の駅」などは家族から聞いた話である。このように，学校から地域・熱田へ
と空間的な広がりの中で，児童が捉える社会的事象の数は大きく増え，その情報のほ
とんどが「自分が見たこと・経験したこと・聞いたこと」であり，こうした活動の大
切さがわかる。また，空間的な広がりに伴い，認識する社会的事象が増える一方で
「今昔」の混同が見受けられるようになっている。元号の表記は見られないが，「江戸
時代」という区分が使われている。
　③の名古屋の歴史では，「知らない」と答えた児童が５割以上を占めている。名古
屋の歴史といえば，児童の多くが「名古屋城」と認識しており，名古屋城築城と堀川
との関係を知っている児童や戦災での焼失後に再建されたことを知っている児童もい
る。また，ここでも，「ママが通っていた幼稚園」「先生が小学校の時」といった身近
な人物が「時間を測る物差し」になっていることがわかる。一方で，現在の名古屋の
観光 PR部隊「名古屋おもてなし武将隊」を「本当の侍」として認識したり，「味噌
が有名」と記したり，「今昔」の混同は相変わらず見られる。また，区内にある「熱
田のイオン」や「2018年にできた港区のららぽーと」といった大型商業施設が名古
屋市の「昔」を象徴するものとして認識していることから，空間的認識と時間的認識
の双方がずれている実態も見受けられる。
　中藤（1986）は地理学習に歴史的背景を導入するにあたり，小学校４～６年生を対
象に小学生の「身近な地域」に関する歴史的時間概念のアンケート調査研究を行って
いる。研究結果から，「児童における時間概念の空間的広がりは，４年生では自宅と
学校の周辺に限定され，５年生では学区外まで拡大される。６年生では，その拡大と
ともにさらに諸変化に対する認識の密度が高くなる。」という。それは，「空間的概念
の発達と比較して時間概念の発達が遅いことに関連していると考えられる。」として
いる。中藤の研究から，本校の３年生が，空間的な広がりの中での時間認識にぶれが
生じていることも頷ける。『29内容⑷』の指導に当たり，本校の児童の実態から，「今
昔」のブレが少ない学校・学区といった身近な地域の歴史を「時間を測る物差し」を
使いながら学習していくことが必要であると考える。
3.4. 学校の歴史から始める学び
　ここまでに，過去の学習指導要領から『29内容⑷』の難しさが改めて確認され，
「時間を測る物差し」や「博物館等の活用」が有効であるとしてきたが，実際の教科
書を見ていくと「博物館等の見学時間」は実際には不可能な時数が提示され，「時間
を測る物差し」がきちん認識される流れではなかった。また，定められた社会的事象
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や事項を網羅的に学習していく部分が多く，主体的な学びを期待することは難しく
なっていた。児童の実態からは，やはり「身近な地域」から「時間を測る物差し」を
しっかり持たせて歴史学習を進める必要性がみられた。
　そこで，『29内容⑷』を学習するにあたって，まずは「学校の歴史」を学んでいく
ことから始めることを提案したい。それは，次の理由①～⑧からである。
①学校の歴史は，児童の実態からみると「今昔」がぶれにくい。今という時代を正に
過ごしている場所であり，「現在」の認識が正確だからである。かつ，児童の共通
の経験や認識を引き出しやすい。
②今と比較することが容易で，変化に興味や関心をもちやすい。「児童数」「学級の定
員数」「給食」「教科」「行事」など。
③学校の歴史を探るにあたっては，身近な人「父母や地域の人，祖父母や地域の高齢
者」から聞き取りしやすく，話す方も話しやすい。かつ，内容が理解しやすい。
④学校を調べるにあたって，ほとんど移動時間の必要がない。中には，校内に資料室
などが設けられているところもある。
⑤学校には沿革史や記念誌，写真資料などが多く残っている。
⑥学校の変化は地域社会の変化に関連していることが多い。例えば，児童数の変化か
ら，人口，土地利用，交通機関，少子化，国際化なども結び付けられる。
⑦学校の様々な施設や備品には税金が投入されている。
⑧学校は，昭和43年・52年の学習指導要領で取り扱われていた。現在の教科書でも，
学校を公共施設の一つとして取り上げているところもある。
　こうした理由から，まずは学校の歴史を学び，学校を「時間を測る物差し」として
定め，そこから市全体ではどうなっているのかを上書きしていくように学んでいくの
である。そのためには，実際に児童が自由に写真を調べたり，資料を閲覧できたりす
ることが重要である。学校には，沿革史や周年行事にあたっては冊子が作られること
が多いが，第３学年の児童が調べられるようには，なっていないことがほとんどであ
ろう。名古屋市内の社会科を担当している学校長への調査によると，90％以上の学校
でこういった資料は残っているが新たに整理したり，検索できるようにしていったり
する計画はないようである。文部科学省の GIGAスクール構想により，児童生徒のた
めに一人１台の PCと高速ネットワーク環境が整備される中で，児童が自ら調べられ
るようにしていくことは重要である。教育の情報化に関する手引き─追補版─（令和
２年６月）にも，「学習のねらいを明確にして教育用コンテンツを探した場合でも，
必ずしも，ねらいに即したコンテンツが容易に見つかるとは限らない。このような場
合，教員自身でコンテンツを作成することもある。」と教育用コンテンツの自作の必
要性を述べている。また，今野（2017）は，歴史学習において「学校沿革史」「記念
誌」は，地域の歴史を考えていく大切な資料であり，学校の統廃合によって貴重な地
55
椙山女学園大学教育学部紀要　Vol. 14　2021年
域の歴史が失われていると危惧される中，「足元の記憶をきちんと記録し，次の世代
に残すことは，教職員の責務ではないか」とも言っている。
　本校では，本年度の３学期からの授業にあたり，現在，記念誌や写真資料をデータ
化し，児童が検索できる環境を整えているところである。
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